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所沢市マチごとエコタウン推進計画（第3期所沢市環境基本計画）2019年度～2028年度中間改定版

　「所沢市マチごとエコタウン推進計画（第３期所沢市環境基本計画）」は、
2014 年（平成 26 年）3 月に策定された「マチごとエコタウン所沢構想」
の趣旨・理念等を引き継ぐとともに、所沢市環境基本条例第 9条第 1項に
基づく、環境に関する総合的な計画「環境基本計画」と統合した計画である。
　2024 年（令和 6年）3月に、社会情勢、関係法令、施策の達成状況等に
対応するための中間改定を行った。

【計画の構成】
　計画の基本理念や将来像などの基本的事項や中長期的な方針の他、「所沢市気
候変動適応計画」及び「所沢市環境教育等に関する行動計画」を内包させた「基
本計画」と、2050 年までのゼロカーボンシティ実現に向けた、重点施策等と「所
沢市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」及び「同計画（事務事業編）」を内
包させた「所沢市脱炭素ロードマップ」に分冊化している。

基本計画
　〇基本理念、将来像、基本方針
　〇分野別施策体系
　〇内包する計画
　　所沢市気候変動適応計画、所沢市環境教育等に関する行動計画
　〇推進体制

所沢市脱炭素ロードマップ
　〇脱炭素社会の実現に向けた施策
　○内包する計画
　　所沢市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
　　所沢市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）
　〇推進体制

所沢市マチごとエコタウン推進計画（第3期所沢市環境基本計画）中間改定版
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【SDGs への貢献】
　各施策に期待される効果について、国連で世界共通目標として提唱されている
SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）を用いて、本計
画内で整理している。SDGs で掲げる 17 のゴールのうち、計画が貢献する目標と
しては、以下の 11 の目標が挙げられる。

●「ゼロカーボンシティ」を表明
2020 年 11 月 3 日の市制施行 70 周年記念式典において、2050 年までに市内の

二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」を表明。
【令和６年度の所沢市における脱炭素に向けた主な取組・政策】
・市・事業者・市民が一体となった脱炭素化の推進
・再生可能エネルギーの普及推進
・スマートハウス化推進補助金などによる創エネ・蓄エネ設備導入の推進

　本市では、2050 年までに市内の二酸化炭素排出量実質ゼロを目指すゼロカーボ
ンシティを宣言しているが、その実現のためには、市・事業者・市民がそれぞれ
主体的かつ連携して取り組む必要がある。そのため、脱炭素社会の実現に向けた
各主体の責務を明らかにするとともに、施策の基本的な事項を示し、推進するこ
とを目的とし、条例を制定した。（令和 5 年 4 月 1 日施行）

ゼロカーボンシティ宣言

所沢市脱炭素社会を実現するための条例

飢餓を
ゼロに

エネルギーをみんな
にそしてクリーンに

質の高い教育を
みんなに

住み続けられる
まちづくりを

陸の豊かさも
守ろう

すべての人に
健康と福祉を

産業と技術革新の
基盤をつくろう

気候変動に
具体的な対策を

安全な水とトイレ
を世界中に

つくる責任
つかう責任

パートナーシップで
目標を達成しよう
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【再生可能エネルギー導入】
①メガソーラー所沢（とことこソーラー北野）

設置場所 
設置面積 
事業期間 
発電出力 
総売電量 

所沢市北野南三丁目 16 番地の 24（北野一般廃棄物最終処分場）
約 17,300㎡（太陽光パネル設置面積）
平成 26 年 3 月から令和 16 年 2 月までの 20 年間
1,053 ｋＷ
約 1,232MWh ／年（令和 6 年度実績）

②フロートソーラー所沢
設置場所 
設置面積 
事業期間 
発電出力 
総売電量 

所沢市松が丘一丁目 84 番地（松が丘調整池）
約 4,296㎡（太陽光パネル設置面積）
平成 29 年 3 月から令和 19 年 2 月までの 20 年間
385 ｋＷ
約 474MWh ／年（令和 6 年度実績）

③市有施設の屋根貸しによる太陽光発電
設置場所 小学校：17 校、中学校：10 校
発電出力 小学校：計 543 ｋＷ、中学校：計 390 ｋＷ

【所沢市脱炭素経営ネットワーク会議】
　2050 年までのゼロカーボンシティを実現するためには、市域全体の二酸化炭素
排出量の約 30％を占める事業活動における脱炭素化が重要となっていることか
ら、市内事業者等とともに脱炭素経営へのシフトを進めるため、令和５年 8 月に

「一般社団法人再生可能エネルギー地域活性協会（FOURE（フォーレ））」と連携
して「所沢市脱炭素経営ネットワーク会議」を設立した。
　21（令和 6 年 4 月現在）の団体・企業が参加する同会議は、脱炭素経営へのシ
フトを、企業の成長の機会や新たなビジネスチャンスと捉え、市内事業者の脱炭
素経営に関する具体的なアクションが市域全体に広がり、地域経済が活性化する
ことを目指している。
　〈主な活動内容（令和５年度）〉
　第１回本部会議（令和５年８月）、第１回作業部会（令和５年 10 月）、
　脱炭素経営セミナー（令和５年 12 月）、ネットワーク交流会（令和６年１月）、
　環境展示会での展示（令和６年３月）

脱炭素社会の構築

【市民・事業者・市の連携】
　令和 5年 4月に施行した「所沢市脱炭素社会を実現するための条例」の趣旨を踏
まえ、各主体の積極的取組を推進するための事業を実施。

●市民向け啓発活動
　市内在住・在学の学生を中心に「所沢市ゼロカーボン運動プロジェクトチーム」を
立ち上げ、脱炭素に資する行動、調査、学び、イベント企画などを実施することで、
2050年ゼロカーボンシティの実現に向けて中心となっていく若い世代への波及を目指す。

●事業者向けの脱炭素経営支援
　令和5～6年度に実施した「所沢市脱炭素経営ネットワーク会議」等により醸成さ
れた市内事業者における脱炭素経営移行への機運を活かし、各業界と連携した脱炭素
施策の促進や交流会の開催など、積極的な企業支援により脱炭素経営を促進する。

●所沢市マチごとエコタウン認定
　所沢市の民生家庭部門の二酸化炭素排出量を削減するには戸単位だけではなく街区
での取組が重要であることから、一定の要件を満たした街区に対し市から認定を付与
し、魅力的な街区作り及びその発信を通じて市内全域への波及を目指す「所沢市マチ
ごとエコタウン認定」を開始した。

令和６年度認定実績：ＣＬＡＳＳ Ⅲ　２件
　　　　　　　　　　　　※「ＣＬＡＳＳ Ⅲ」が認定の最高ランク
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環境衛生 ・環境美化

環境衛生実施事業 　　 （令和６年度）

事　　業　　名 実 施 件 数
雑 草 除 去 指 導 事 業

指 導 件 数 144 件

一 般 家 庭 生 活 廃 水 く み 取 り 事 業
く み 取 り 回 数
く み 取 り 量
く み 取 り 手 数 料

726 件
1,672,850ℓ
1,003,710 円

狂 犬 病 予 防 事 業
犬 の 注 射 済 票 交 付 11,486 頭

【環境美化の日活動】
　市民一人ひとりが､ より一層環境問題の認識を深め､ 市民と行政が一体
になって緑豊かなやすらぎと潤いのある快適な環境を守り育て、創造して
いくため、居住地周辺の美化活動を市内全域で一斉に実施している。
　昭和 57 年から実施しているこの活動には、町内会、自治会等から多く
の市民が参加して、年２回（春・秋）実施している。

■ゴミ収集量

実施日
種類

春の環境美化
（５月 26 日）

秋の環境美化
（11 月10 日）

燃 や せ る ご み 31.59t 24.44t

破 砕 ご み 3.13t 3.24t

び ん ・ か ん 0.06t 0.09t

粗 大 ご み 0.67t 0.53t

合　　計 35.45t 28.30t

【令和7年度スマートハウス化推進補助事業（家庭用）】
●家庭等からの温室効果ガス排出量削減

補助対象項目 補助金額 上限額

エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム

外窓の交換
大（2.8㎡以上） 10,000 円 / 箇所

合
算
で
30
万
円

中（1.6㎡以上 2.8㎡未満） 8,000 円 / 箇所
小（0.1㎡以上 1.6㎡未満） 6,000 円 / 箇所

内窓の設置
大（2.8㎡以上） 9,000 円 / 箇所
中（1.6㎡以上 2.8㎡未満） 7,000 円 / 箇所
小（0.1㎡以上 1.6㎡未満） 5,000 円 / 箇所

窓ガラスの交換
大（1.4㎡以上） 8,000 円 / 箇所
中（0.8㎡以上 1.4㎡未満） 5,000 円 / 箇所
小（0.1㎡以上 0.8㎡未満） 3,000 円 / 箇所

玄関ドアの交換 4 万円 / 箇所
床の断熱改修 6 万円 /（床全面）又は 1,000 円 /㎡
外壁の断熱改修 10 万円 /（壁全面）又は 1,000 円 /㎡
天井・屋根の断熱改修 400 円 /㎡
屋根の遮熱塗装 3 万円（一律）

補助対象項目 補助金額 上限額

エ
コ
ハ
ウ
ス

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）
※ ZEH Oriented を除く 10 万円 / 件 －

ZEH Oriented 5 万円 / 件 －
低炭素建築物 7 万円 / 件 －
長期優良住宅 5 万円 / 件 －

創
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ

太陽光発電システム 3 万円 /kW 15 万円
蓄電池（リチウムイオン電池） 3 万円 /kWh 24 万円
太陽熱利用システム（ソーラーシステム） 2 万円 /㎡ 12 万円
地中熱利用システム 25 万円 / 件 －
コージェネレーションシステム

（エネファーム：家庭用燃料電池） 10 万円 / 件 －

充
給
電
設
備
、

自
動
車
等

V2H（エコカー充給電設備） 5 万円 / 基 －
EV（電気自動車） 5 万円 / 台 －
FCV（燃料電池自動車） 5 万円 / 台 －

【初期費用ゼロ円太陽光事業】
補助対象者：サービス提供事業者

補助対象項目 補助金額 上限額
太陽光発電システム 3 万円 /kW 15 万円
蓄電池
※太陽光発電システムと同時設置 3 万円 /kWh 24 万円
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環境衛生 ・環境美化

環境衛生実施事業 　　 （令和６年度）
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　市民一人ひとりが､ より一層環境問題の認識を深め､ 市民と行政が一体
になって緑豊かなやすらぎと潤いのある快適な環境を守り育て、創造して
いくため、居住地周辺の美化活動を市内全域で一斉に実施している。
　昭和 57 年から実施しているこの活動には、町内会、自治会等から多く
の市民が参加して、年２回（春・秋）実施している。

■ゴミ収集量

実施日
種類

春の環境美化
（５月 26 日）

秋の環境美化
（11 月10 日）

燃 や せ る ご み 31.59t 24.44t
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環境保全

環境の状況
①光化学スモッグ注意報等の発令状況（回数）	 ②二酸化窒素（年平均値）の推移	 （単位：ppm）

年度 予報 注意報 警報

R2 ２ ３ ０

R3 ２ ２ ０

R4 ９ ５ ０

R5 ６ ３ ０

R6 16 ９ ０

③河川主要地点の水質（年平均値）の推移	 （単位：mg/L）

年
度

河川名 柳　　　　　瀬　　　　　川 東　　　川

地点名 西ヶ谷戸橋（荒幡） 松戸橋（上安松） 清柳橋（坂之下） 中橋（牛沼）

項　目 BOD SS BOD SS BOD SS BOD SS

R2 1.5 1 1.4 2 1.1 2 2.4 6

R3 1.3 2 1.1 2 1.2 6 2.4 5

R4 1.2 1 1.2 1 1.0 1 1.9 4

R5 1.2 2 1.4 3 1.3 3 2.0 3

R6 1.2 2 1.1 2 1.0 5 2.1 5

※ BOD…生物化学的酸素要求量　　SS…浮遊物質量

④主要地点の地盤沈下の推移	 （単位：㎜）

所在地 松郷 140
（松郷集荷所敷地内）

上新井 5-2-20
（神田治療院前）

若狭 1-2946
（若狭小学校）

測定開始年月日（昭和） 48. 1. 1 47. 1. 1 52. 1. 1

最近５か年
の沈下量

R1年 － 7.7 － 7.5 － 7.6
R2 年 － 4.5 -2.8  1.6
R3 年 5.2 － 0.7 － 1.3
R4 年 － 0.9 － 0.3 － 3.6
R5 年 0.7  2.5 13.3

測定開始年からの沈下量 1049.6 1023.9 242.9

測定局

年度

東 所 沢
測 定 局

北 野
測 定 局

航空公園
測 定 局

和 ケ 原
測 定 局

R2 0.012 0.010 0.012 0.014

R3 0.012 0.010 0.012 0.014

R4 0.012 0.009 0.011 0.013

R5 0.011 0.009 0.011 0.012

R6 0.010 0.008 0.010 0.011
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自動車騒音面的評価結果（令和６年度）

№ 路線名 調査区間
評価対象
住居等戸数
a+b+c+d
（戸）

昼間・夜間と
も基準値以下

昼間のみ
基準値以下

夜間のみ
基準値以下

昼間・夜間と
も基準値超過

a
（戸）（％）

b
（戸）（％）

c
（戸）（％）

d
（戸）（％）

１ 東 京 所 沢 線 東村山市境～
東住吉交差点 728 721 99.0 7 1.0 　 0 0.0 0 0.0

２ 東 京 所 沢 線 東住吉交差点～
金山町交差点 1,605 1,573 98.0 32 2.0 0 0.0 0 0.0

３ 練 馬 所 沢 線 清瀬市境～
松郷交差点 1,267 1,267 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

４ 所沢武蔵村山立川線 東大和市境～勝楽寺 1 1 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

５ 所沢武蔵村山立川線 岩崎交差点～東大和市境 1,542 1,542 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

６ 久 米 所 沢 線 東住吉交差点～
ファルマン通り交差点 1,148 1,148 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

全　　体 6,291 6,252 99.4 39 0.6 0 0.0 0 0.0

注）表は各評価区間における結果。全体合計値には路線が交差する部分における戸数の重複分を含む。
　　環境基準　昼間は７０デジベル以下、夜間は６５デジベル以下となります。

自動車騒音測定結果（令和６年度）

№ 路線名 調査
地点

用途
地域

時
間
帯

環境基準 要請限度
交通量
（台/日）測定値

（デシベル）
測定値

（デシベル） 適否
測定値

（デシベル）
測定値

（デシベル） 適否

2 東 京 所 沢 線 星の宮 第1種
中高層住居

昼 63 70 ○ 63 75 ○ 13,056
夜 63 65 ○ 63 70 ○ 2,496

3 練 馬 所 沢 線 下安松 準工業
昼 65 70 ○ 65 75 ○ 11,520
夜 63 65 ○ 63 70 ○ 1,392

5 所沢武蔵村山立川線 山 口 第1種低層住居
昼 63 70 ○ 63 75 ○ 12,192
夜 61 65 ○ 61 70 ○ 912

6 久 米 所 沢 線 東住吉 第1種住居
昼 64 70 ○ 64 75 ○ 8,064
夜 61 65 ○ 61 70 ○ 1,440

（測定期間）　　令和６年６月４日（火）～６月５日（水）
（測定時間帯）　昼：６：00～ 22：00  夜：22：00～翌日６：00

公害等苦情相談件数の推移	 （件）

種類

年度

典　型　７　公　害
その他 計大  気

汚  染
水  質
汚  濁

土  壌
汚  染 騒  音 振  動 地  盤

沈  下 悪  臭

R2 4 0 0 29 3 0 77 0 113

R3 3 0 0 24 8 0 73 0 108

R4 5 0 0 28 4 0 41 0 78

R5 6 0 0 21 3 0 60 0 90

R6 17 0 0 17 2 0 60 0 96



－ 144 － － 143 －－ 142 －

ダイオキシン類の現況

□大気中ダイオキシン類調査結果（令和６年度）  （単位：pg-TEQ/㎥）

調査地点 春期 夏期 秋期 冬期 年平均
東所沢測定局 0.0084 0.012 0.0073 0.014 0.010
教育センター 0.0076 0.011 0.010 0.0093 0.0095

三ケ島まちづくりセンター 0.0078 0.011 0.0079 0.0072 0.0085
全地点平均 0.0079 0.011 0.0084 0.010 0.0093

※大気に係る環境基準：0.6pg-TEQ/㎥

□大気中ダイオキシン類の経年変化（全地点平均） 　（単位：pg-TEQ/㎥）

□焼却施設の設置状況
施 設 の 規 模  平成８年度末 令和６年度末 減少率（％）

施設 A（200kg/ 時～） 25 4 84
施設 B（100kg/ 時～ 200kg/ 時） 61 2 97
施設 C・D（30kg/ 時～ 100kg/ 時） 409 6 99

合　　計 495 12 98

※平成８年度末の施設 B、C、D の施設数は、平成 11 年度の設置調査から推定したものである。

□焼却炉設置状況の経年変化
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■焼却施設の設置状況
施設の規模 H8 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

施設A（200kg/時～） 25 18 9 7 9 8 8 8 8 8
施設B（100kg/時～200㎏/時） 61 25 16 9 3 3 3 3 3 3
施設C・D（30kg/時～100kg/時） 409 128 58 35 14 13 13 11 10 9
施設E（～30kg/時） －－－ －－－ －－－ －－－ 18 23 26 28 34 31
　　合　計 495 171 83 51 44 47 50 50 55 51
　　合　計(A～C) 495 171 83 51 26 24 24 22 21 20
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P142の下段に
てください。
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ダイオキシン類の現況

□大気中ダイオキシン類調査結果（令和６年度）  （単位：pg-TEQ/㎥）

調査地点 春期 夏期 秋期 冬期 年平均
東所沢測定局 0.0084 0.012 0.0073 0.014 0.010
教育センター 0.0076 0.011 0.010 0.0093 0.0095

三ケ島まちづくりセンター 0.0078 0.011 0.0079 0.0072 0.0085
全地点平均 0.0079 0.011 0.0084 0.010 0.0093

※大気に係る環境基準：0.6pg-TEQ/㎥

□大気中ダイオキシン類の経年変化（全地点平均） 　（単位：pg-TEQ/㎥）

□焼却施設の設置状況
施 設 の 規 模  平成８年度末 令和６年度末 減少率（％）

施設 A（200kg/ 時～） 25 4 84
施設 B（100kg/ 時～ 200kg/ 時） 61 2 97
施設 C・D（30kg/ 時～ 100kg/ 時） 409 6 99

合　　計 495 12 98

※平成８年度末の施設 B、C、D の施設数は、平成 11 年度の設置調査から推定したものである。

□焼却炉設置状況の経年変化
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地域制緑地

特別緑地保全地区
　都市緑地法に基づき、都市の良好な自然環境を形成する枢要な緑地を保全すること
を目的として、「特別緑地保全地区」を指定している。
１．くぬぎ山特別緑地保全地区（旧名称：駒ケ原特別緑地保全地区）
	 下富 1454-3 外（令和２年 11月 13日指定）　165,884㎡（うち、公有地 51,194㎡）
２．荒幡富士特別緑地保全地区（荒幡富士市民の森）
	 荒幡 782外（平成 28年６月１日指定）　47,131㎡（うち、公有地 43,387㎡認定道

路含む）
３．北岩岡・下富特別緑地保全地区
	 北岩岡 25-3 外（令和５年２月１日）　71,327㎡（うち、公有地 7,666㎡）

里山保全地域
　ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例に基づき､ ふるさと所沢のみどりに寄与す
る樹林地や水辺地等を保全することを目的として､ ｢里山保全地域｣ を指定している｡
１．北野南二丁目里山保全地域　北野南二丁目28-61 外（平成 26年 1月 30日指定）
	 65,995㎡（うち、公有地 14,694㎡）
２．菩提樹池里山保全地域　山口2128外（平成 27年 1月 30日指定）
	 52,360㎡（うち、公有地 17,715㎡）
３．	三ケ島二丁目里山保全地域　三ケ島二丁目601外（平成 28年３月 10日指定）
	 103,101㎡（うち、公有地 64,639㎡）
４．旧鎌倉街道沿里山保全地域　下富1322-13 外（平成 29年３月 30日指定）
	 35,268㎡（うち、公有地 5,644㎡）
５．上山口堀口天満天神社周辺里山保全地域　上山口285外（平成30年6月1日指定）
	 243,952㎡（うち、公有地 89,316㎡）
６．	三ケ島一丁目里山保全地域　三ケ島一丁目219-1 外（令和 7年 2月 20日指定）
	 26,412㎡（うち、公有地 10,029㎡）

ふるさとの緑の景観地
　ふるさと埼玉の緑を守り育てる条例に基づき､ ふるさとを象徴する埼玉らしい樹林
風景を保全することを目的として､ ｢ふるさとの緑の景観地｣ を指定している｡
１．北中ふるさとの緑の景観地　北中四丁目456-1 外（平成 8年 12月 10日指定）
	 215,112㎡（うち、公有地 63,145㎡）
２．駒ケ原ふるさとの緑の景観地　下富1454外（平成 11年 2月 19日指定）
	 113,600㎡（うち、公有地 40,713㎡）
３．小手指ふるさとの緑の景観地　北中一丁目251-2 外（平成 26年 2月 7日指定）
	 109,360㎡（うち、公有地 8,414㎡）
※面積については、各景観地の計画区域における指定公簿面積。

市民緑地
　都市緑地法に基づき､ 良好な都市環境の形成を図ることを目的として、「市民緑地」
の指定を行っており、園路や広場を整備し一般公開している。
１．久米八幡越市民緑地　久米2388-2 外（平成 20年１月８日指定）
	 15,829㎡（うち、公有地 9,363㎡）

市民の森
　所沢市市民の森設置要綱に基づき、市内に残された貴重なみどりを守り育てるとと
もに､ 市民の憩いの場として利用することを目的として､ ｢市民の森｣ を指定している。

（令和7年3月31日現在）
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１．荒幡富士市民の森　荒幡 782外（昭和 59年４月 27日指定）
	 51,815㎡（うち、公有地 46,173㎡）
２．若狭山の神市民の森　若狭四丁目2521-2 外（昭和 60年７月３日指定）
	 11,923㎡（うち、公有地 440㎡）
３．若狭地蔵市民の森　若狭一丁目2937外（平成４年 12月 19日指定）　9,435㎡ 
４．牛沼市民の森　牛沼 410 外（平成 11 年 10 月１日指定）　13,431㎡
５．北秋津・上安松市民の森　38街区 3画地外（平成 30年 10月 1日指定）　3,281㎡ 
６．若狭二丁目市民の森　若狭二丁目2578-3 外（令和２年７月 1日指定）　13,317㎡

まちなかみどり保全地区
　所沢市まちなかみどり保全地区設置要綱に基づき､ 市街地のみどりを保全し、市民の
憩いの場として利用することを目的として､｢まちなかみどり保全地区｣ を指定している。
※土地所有者と土地使用貸借契約を締結し市が管理する制度であり、公有地はない。
１．上安松まちなかみどり保全地区　上安松330-1（平成 31年 2月 1日指定）　363㎡
２．青葉台まちなかみどり保全地区　青葉台1287-1（一部）（平成 31年 4月 1日指定）
	 2,471㎡
３．向陽町まちなかみどり保全地区　向陽町2114-1外（令和元年8月1日指定） 3,006㎡
４．久米まちなかみどり保全地区　久米2371-2（令和 2年 3月 1日指定）　1,344㎡ 
５．東所沢四丁目まちなかみどり保全地区　東所沢四丁目19-6 外
	 （令和２年７月 1日指定）　494㎡
６．	若狭一丁目まちなかみどり保全地区　81街区1画地，2画地（令和2年8月1日指定）
	 1,268㎡
７．小手指台まちなかみどり保全地区　小手指台34-6 外（令和 4年 3月 1日指定）
	 1,825㎡ 
８．北秋津・大堀山まちなかみどり保全地区　北秋津353-5外（令和4年5月24日指定）　

5,675㎡

保全緑地
１．久米八幡越周辺緑地　久米2393外　16,650㎡
２．荒幡南谷ツ緑地　荒幡 434-6 外　5,951㎡
３．畦ノ前緑地　荒幡598外　15,040㎡
４．和田の森　下安松1173-1　630㎡
５．大波の森　本郷 777-1　2,211㎡
６．淵の森　上安松 168-20 外 1,968㎡
７．下新井桜木神社周辺緑地　下新井1361-1 外 11,097㎡
８．小手指南緑地　小手指南四丁目8-55　1,472㎡
９．ふじの森　山口 2543-1 外　4,525㎡
10．山口仙元前緑地　山口 2873　661㎡
11．砂川堀緑地　北野三丁目 12-1　419㎡
12．鳩峯公園北緑地　久米 2291　4,133㎡

みどりのエコスポット
　所沢市みどりのエコスポット整備要綱に基づき､ 市街地において緑化を推進し、快適
性・安全性の向上に資することを目的として､ ｢みどりのエコスポット｣ を整備している。
１．西住吉みどりのエコスポット　西住吉876-19 外（令和 3年度完成）
	 225㎡（うち、公有地 219㎡）
２．北中三丁目みどりのエコスポット　北中三丁目4-2外（令和 4年度完成）
	 120㎡（うち、公有地 120㎡）
３．東狭山ケ丘一丁目みどりのエコスポット　東狭山ケ丘一丁目32-4（令和5年度完成）
	 219㎡（うち、公有地 219㎡）
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４．北中三丁目みどりのエコスポット②　北中三丁目44-16（令和 5年度完成）
	 249㎡（うち、公有地 249㎡）

保存樹林指定状況
（樹林一覧）	 （令和７年３月 31日現在）

№ 地 区 名 指定年月日 市街化区域
の合計（㎡）

その周辺地域
の合計（㎡）

合計面積
の合計（㎡）

1 北 野 天 神 社 平成 27 年 3 月 31 日 8,300 8,300
2 東　福　寺（本郷） 平成 27 年 3 月 31 日 577 577
3 神明社（宮本町一丁目） 平成 27 年 3 月 31 日 7,052 7,052
4 安 松 神 社（下安松） 平成 27 年 3 月 31 日 4,058 4,058
5 久　 米　 鳩　 峯 平成 27 年 3 月 31 日 21,196 21,196
6 下新井本居山周辺 平成 27 年 3 月 31 日 6,425 6,425
7 中　　　 原（ 中 富 ） 平成 27 年 3 月 31 日 13,625 13,625
8 山 口 ･ 中 氷 川 神 社 平成 27 年 3 月 31 日 3,168 3,168
9 茨 山 下 流（下新井） 平成 27 年 3 月 31 日 17,781 17,781
10 北 秋 津 小 周 辺 平成 27 年 3 月 31 日 970 970
11 和 田 横 道 南 斜 面 平成 27 年 3 月 31 日 2,013 2,013
12 西 保 戸 窪（牛沼） 平成 27 年 3 月 31 日 2,223 2,223
13 荒 幡 畦 ノ 前 平成 27 年 3 月 31 日 11,092 11,092
14 若 狭 二 丁 目 平成 27 年 3 月 31 日 2,674 2,674
15 北野総合運動場周辺 平成 27 年 3 月 31 日 2,274 2,274
16 久 米 永 源 寺 令和 5年 2月 1日 2,430 2,430

合　計 16 か所 27,991 77,867 105,858

（生け垣一覧）	 （令和７年３月31日現在）
№ 地 区 名 指定年月日 長さ（ｍ）
1 大字牛沼 平成 30 年 1 月 15 日 約 151

※保存樹林は、ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例の施行（平成 24 年 4 月 1 日）により、
市街化区域及び、その周辺地域（市街化調整区域内にあって市街化区域界から概ね 500m以内）
の樹林を指定している。

保存樹木指定一覧	 （令和７年３月 31日現在）
樹 種 名 ケヤキ カシ イチョウ ヒヨクヒバ
本 数 53 8 10 8
樹 種 名 カキ モクセイ サクラ その他 合　　計
本 数 4 2 7 23 115 本
※保存樹木は、ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例の施行（平成 24 年 4 月 1 日）により、
市街化区域及び、その周辺地域（市街化調整区域内にあって市街化区域界から概ね 500m以内）
の樹木を指定している。

ふるさとの樹指定一覧	 （令和７年３月 31日現在）
樹 種 名 ケヤキ ヤマザクラ クスノキ スギ イチョウ 合　　計
本 数 22 1 1 2 1 27 本
※ふるさとの樹は、市内全域の巨樹、名木等を指定している。
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　優れたみどりと自然環境を保全して子孫に引き継ぐための公有地化事業や緑化の推進
のための資金に充てるため、昭和61年６月21日条例第28号として「所沢市緑の基金条例」
を制定し、出資金と一般市民の寄附金で貴重なみどりの買い上げ等の事業を行っている。
《基金の積み立て状況》（令和６年度まで）

・ 一 般 会 計 か ら の 積 立 総 額 3,970,000,000 円
・ 利 子 か ら の 総 額 315,948,190 円
・ 市 民 か ら の 寄 附 金・ 支 援 金 の 総 額 118,170,536 円
・ 公 有 地 売 払 い に 伴 う 積 立 36,640,274 円

・ 公 有 地 化 に 伴 う 取 り 崩 し 額 4,106,489,501 円 …b
令 和 ６ 年 度 末 残 額 334,269,499 円（ａ－ｂ）

清　掃

◎ごみの減量・資源化と処理状況
当市では､ ｢燃やせるごみ（週２回収集）」､ ｢容器包装プラスチック（週１回収集）｣、

｢ペットボトル（月２回収集）｣､ ｢破砕ごみ類（容器包装以外のプラスチック､ 金属
類､ 陶磁器､ ガラス類､ 皮革類等）（月２回収集）｣､ ｢有害ごみ（月２回破砕ごみ
類と同日収集）｣､ ｢びん ･ かん ･スプレー缶（月２回収集）｣､ ｢新聞 ･ 雑誌 ･ 雑がみ･
段ボール（月１回収集）｣､ ｢小型家電製品（月１回収集）｣､「古着・古布（月 1 回小型
家電製品と同日収集）」、｢粗大ごみ（申込み制で随時）｣ の 10 分別で収集している｡
　ごみの収集方法は、集積所方式（「粗大ごみ」については戸別収集方式）によっ
て行っており、集積所に排出されたごみの収集・運搬については、平成 17 年度
から一部地域にて委託収集を開始した。現在は市内の約７割の世帯から排出され
たごみを委託により収集し、残りを直営で収集している。
　また､ 市民サービスの向上を図るため、ごみを出すことが困難な高齢者や身体
障害者等を対象とした ｢ふれあい収集｣ を実施している。令和５年度末時点で利
用者は 736 世帯で､ 毎週１回､ 戸別訪問して玄関先等に出されたごみを一括で収
集している。
　一方､ 廃棄物の減量 ･ 資源化を目的として、自治会や子ども会等による古紙や
空缶等の集団資源回収を推進するほか､ 単一素材プラスチックをはじめ､ 廃食用
油､ 牛乳パック、使用済みインクカートリッジなどの資源物については､ 地域の
公共施設等を拠点として回収している。
　なお、平成 29 年度より東所沢エコステーション（エコステ）に粗大ごみ受付
センターを併設し、粗大ごみの受付から収集までを一体的に行い、市民サービス
の向上とリユースの推進を図っている。
　このように市民の協力を得て循環型社会の形成に向けて取り組んでいる。
　現在、全国的に最終処分場がひっ迫している中で、新たな最終処分場の確保が
難しい状況にある。当市においては、北野一般廃棄物最終処分場が平成 16 年度
をもって埋め立て期限が終了したため､ 第 2 一般廃棄物最終処分場の整備を進め
ている。
　このような状況から、市民に対しごみ分別の徹底をお願いするとともに、様々
な施策を実施し、より一層のごみ減量・資源化を進めていく。

合計額
a}

所沢市緑の基金

清　掃

◎ごみの減量・資源化と処理状況
　当市では､ ｢燃やせるごみ（週２回収集）」､ ｢容器包装プラスチック（週１回収集）｣、
｢ペットボトル（月２回収集）｣､ ｢破砕ごみ類（容器包装以外のプラスチック､ 金属
類､ 陶磁器､ ガラス類､ 皮革類等）（月２回収集）｣､ ｢有害ごみ（月２回破砕ごみ類と
同日収集）｣､ ｢びん ･かん ･スプレー缶（月２回収集）｣､｢新聞 ･雑誌 ･雑がみ ･段ボー
ル（月１回収集）｣､ ｢小型家電製品（月１回収集）｣､「古着・古布（月 1回小型家電製
品と同日収集）」、｢粗大ごみ（申込み制で随時）｣ の 10分別で収集している｡
　ごみの収集方法は、集積所方式（「粗大ごみ」については戸別収集方式）によって行っ
ており、集積所に排出されたごみの収集・運搬については、平成 17年度から一部地
域にて委託収集を開始した。現在は市内の約７割の世帯から排出されたごみを委託
により収集し、残りを直営で収集している。
　また､ 市民サービスの向上を図るため、ごみを出すことが困難な高齢者や身体障
害者等を対象とした ｢ふれあい収集｣ を実施している。令和６年度末時点で利用者
は 716世帯で､ 毎週１回､ 戸別訪問して玄関先等に出されたごみを一括で収集して
いる。
　一方､ 廃棄物の減量 ･資源化を目的として、自治会や子ども会等による古紙や空
缶等の集団資源回収を推進するほか､ 単一素材プラスチックをはじめ､ 廃食用油､
牛乳パック、使用済みインクカートリッジなどの資源物については､ 地域の公共施
設等を拠点として回収している。
　なお、平成29年度より東所沢エコステーション（エコステ）に粗大ごみ受付センター
を併設し、粗大ごみの受付から収集までを一体的に行い、市民サービスの向上とリ
ユースの推進を図っている。
　このように市民の協力を得て循環型社会の形成に向けて取り組んでいる。
　現在、全国的に最終処分場がひっ迫している中で、新たな最終処分場の確保が難
しい状況にある。当市においては、北野一般廃棄物最終処分場が平成 16年度をもっ
て埋め立て期限が終了したため､ 第 2一般廃棄物最終処分場の整備を進めており、
令和７年10月に供用開始を予定している。
　引き続き、市民に対しごみ分別の徹底をお願いするとともに、様々な施策を実施し、
より一層のごみ減量・資源化を進めていく。
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　優れたみどりと自然環境を保全して子孫に引き継ぐための公有地化事業や緑化の推進
のための資金に充てるため、昭和61年６月21日条例第28号として「所沢市緑の基金条例」
を制定し、出資金と一般市民の寄附金で貴重なみどりの買い上げ等の事業を行っている。
《基金の積み立て状況》（令和６年度まで）

・ 一 般 会 計 か ら の 積 立 総 額 3,970,000,000 円
・ 利 子 か ら の 総 額 315,948,190 円
・ 市 民 か ら の 寄 附 金・ 支 援 金 の 総 額 118,170,536 円
・ 公 有 地 売 払 い に 伴 う 積 立 36,640,274 円

・ 公 有 地 化 に 伴 う 取 り 崩 し 額 4,106,489,501 円 …b
令 和 ６ 年 度 末 残 額 334,269,499 円（ａ－ｂ）

清　掃

◎ごみの減量・資源化と処理状況
当市では､ ｢燃やせるごみ（週２回収集）」､ ｢容器包装プラスチック（週１回収集）｣、

｢ペットボトル（月２回収集）｣､ ｢破砕ごみ類（容器包装以外のプラスチック､ 金属
類､ 陶磁器､ ガラス類､ 皮革類等）（月２回収集）｣､ ｢有害ごみ（月２回破砕ごみ
類と同日収集）｣､ ｢びん ･ かん ･スプレー缶（月２回収集）｣､ ｢新聞 ･ 雑誌 ･ 雑がみ･
段ボール（月１回収集）｣､ ｢小型家電製品（月１回収集）｣､「古着・古布（月 1 回小型
家電製品と同日収集）」、｢粗大ごみ（申込み制で随時）｣ の 10 分別で収集している｡
　ごみの収集方法は、集積所方式（「粗大ごみ」については戸別収集方式）によっ
て行っており、集積所に排出されたごみの収集・運搬については、平成 17 年度
から一部地域にて委託収集を開始した。現在は市内の約７割の世帯から排出され
たごみを委託により収集し、残りを直営で収集している。
　また､ 市民サービスの向上を図るため、ごみを出すことが困難な高齢者や身体
障害者等を対象とした ｢ふれあい収集｣ を実施している。令和５年度末時点で利
用者は 736 世帯で､ 毎週１回､ 戸別訪問して玄関先等に出されたごみを一括で収
集している。
　一方､ 廃棄物の減量 ･ 資源化を目的として、自治会や子ども会等による古紙や
空缶等の集団資源回収を推進するほか､ 単一素材プラスチックをはじめ､ 廃食用
油､ 牛乳パック、使用済みインクカートリッジなどの資源物については､ 地域の
公共施設等を拠点として回収している。
　なお、平成 29 年度より東所沢エコステーション（エコステ）に粗大ごみ受付
センターを併設し、粗大ごみの受付から収集までを一体的に行い、市民サービス
の向上とリユースの推進を図っている。
　このように市民の協力を得て循環型社会の形成に向けて取り組んでいる。
　現在、全国的に最終処分場がひっ迫している中で、新たな最終処分場の確保が
難しい状況にある。当市においては、北野一般廃棄物最終処分場が平成 16 年度
をもって埋め立て期限が終了したため､ 第 2 一般廃棄物最終処分場の整備を進め
ている。
　このような状況から、市民に対しごみ分別の徹底をお願いするとともに、様々
な施策を実施し、より一層のごみ減量・資源化を進めていく。

合計額
a}

所沢市緑の基金 ◎ダイオキシン類対策について
　東西クリーンセンターでは､ 管理体制の充実をはかり、燃焼・温度管理および運
転管理をさらに徹底することにより安定燃焼に努めている。
　東部クリーンセンターでは、排出ガスのダイオキシン類大気排出基準0.1ng-TEQ/
㎥ Nに対し、自主基準値 0.01ng-TEQ/㎥ Nを設けており、西部クリーンセンター
では、排出ガスのダイオキシン類大気排出基準5ng-TEQ/㎥Nが適用されているが、
自主基準値を 0.1ng-TEQ/㎥ Nとすることで、より厳しい基準を設けてダイオキシ
ン類の排出の抑制に努めている。
　さらに､ ダイオキシン類の排出低減化をより一層充実させるため､『ごみ』の分
別排出を徹底していくように市民に協力をお願いしている。

（1）ごみの収集・処理状況
説　　　明 令和４年度 令和５年度 令和６年度

Ａ：収集人口（人） 343,867 342,671 342,296

Ｂ：収集世帯（世帯） 167,820 169,186 171,197

Ｃ：年間収集量（ｔ） 62,600 56,738 58,618

Ｄ：年間持込量（ｔ） 22,298 20,558 20,309

E：集団資源回収等量（ｔ） 9,383 8,749 7,845

Ｆ：総ごみ量（ｔ） 94,281 89,044 87,174

Ｇ：1 日 1 人当たり排出量（ｇ） 741 712 698

Ｈ：年間焼却量（ｔ） 75,538 70,125 70,186

Ｉ：年間資源回収量（ｔ） 19,376 18,790 18,124

Ｊ：年間埋立量（ｔ） 1,913 1,717 1,594

Ｆ＝Ｃ +Ｄ（市外からの特別搬入がある場合は、特別搬入分を含む）+Ｅ
Ｇ＝Ｆ（市外からの特別搬入がある場合は、特別搬入分を除く）÷Ａ÷ 365 日（うるう年は 366 日）
　　× 1,000,000

※令和４年度は、市外から燃やせるごみを臨時的に受け入れ、当市で焼却処理を行った。
志木地区衛生組合が、富士見環境センター焼却施設の基幹的設備改良工事を実施するにあたり、
埼玉県清掃行政研究協議会ごみ処理施設県内協力体制実施要綱に基づいて、当市で処理したも
のである。

※令和６年度データは暫定値。
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（2）中間処理施設
① 東部クリーンセンター

施 設 名 東部クリーンセンターごみ焼却施設

所 在 地 日比田 895 番地の１

敷 地 面 積 59,752.72㎥
（リサイクルプラザ・リサイクルふれあい館・C 地区含む）

延 床 面 積 38,600.57㎥
（リサイクルプラザ・リサイクルふれあい館含む）

工 期 及 び
工 事 費

平成 12 年６月～平成 15 年３月（建設工事）
　　工事費：20,581,785,000 円

（リサイクルプラザ・リサイクルふれあい館・C 地区含む）
平成 29 年 12 月～令和３年３月（延命化工事）
　　工事費：7,948,800,000 円（リサイクルプラザ含む）

処 理 能 力 115t ／ 24h ×２炉

ピ ッ ト 7,900㎥

ク レ ー ン 3.6t ×２基

炉 型 式 全連続燃焼式ストーカ炉

排 ガ ス
処 理 装 置 ろ過集じん器､ 湿式洗煙塔､ 活性炭吸着塔、脱硝反応塔

灰 処 理 方 法 民間での再資源化及び埋立処分

令 和 ６ 年 度
焼 却 量 47,175.32t

令 和 ６ 年 度
焼 却 残 渣 量 5,216.83t

令 和 ６ 年 度
都市ガス使用量

198,374㎥
（リサイクルプラザ含む）

令 和 ６ 年 度
電 気 使 用 量

13,073,020kWh
（リサイクルプラザ・リサイクルふれあい館・C 地区含む）

令 和 ６ 年 度
水 使 用 量

45,987.62㎥
（リサイクルプラザ含む）

令 和 ６ 年 度
排ガス DXN 値

第１回 １号炉：0.00078 ng-TEQ/㎥ N　　第２回 １号炉：0.0013 ng-TEQ/㎥ N
　　　２号炉：0.0014   ng-TEQ/㎥ N  ２号炉：0.00045 ng-TEQ/㎥ N　
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（2）中間処理施設
① 東部クリーンセンター

施 設 名 東部クリーンセンターごみ焼却施設

所 在 地 日比田 895 番地の１

敷 地 面 積 59,752.72㎥
（リサイクルプラザ・リサイクルふれあい館・C 地区含む）

延 床 面 積 38,600.57㎥
（リサイクルプラザ・リサイクルふれあい館含む）

工 期 及 び
工 事 費

平成 12 年６月～平成 15 年３月（建設工事）
　　工事費：20,581,785,000 円

（リサイクルプラザ・リサイクルふれあい館・C 地区含む）
平成 29 年 12 月～令和３年３月（延命化工事）
　　工事費：7,948,800,000 円（リサイクルプラザ含む）

処 理 能 力 115t ／ 24h ×２炉

ピ ッ ト 7,900㎥

ク レ ー ン 3.6t ×２基

炉 型 式 全連続燃焼式ストーカ炉

排 ガ ス
処 理 装 置 ろ過集じん器､ 湿式洗煙塔､ 活性炭吸着塔、脱硝反応塔

灰 処 理 方 法 民間での再資源化及び埋立処分

令 和 ６ 年 度
焼 却 量 47,175.32t

令 和 ６ 年 度
焼 却 残 渣 量 5,216.83t

令 和 ６ 年 度
都市ガス使用量

198,374㎥
（リサイクルプラザ含む）

令 和 ６ 年 度
電 気 使 用 量

13,073,020kWh
（リサイクルプラザ・リサイクルふれあい館・C 地区含む）

令 和 ６ 年 度
水 使 用 量

45,987.62㎥
（リサイクルプラザ含む）

令 和 ６ 年 度
排ガス DXN 値

第１回 １号炉：0.00078 ng-TEQ/㎥ N　　第２回 １号炉：0.0013 ng-TEQ/㎥ N
　　　２号炉：0.0014   ng-TEQ/㎥ N  ２号炉：0.00045 ng-TEQ/㎥ N　
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施 設 名 東部クリーンセンターリサイクルプラザ

所 在 地 日比田 895 番地の１

処 理 対 象 物 破砕ごみ類 びん・缶・スプレー缶 容器包装プラスチック

処 理 能 力 43t ／５h 30t ／５h 15t ／５h

ピ ッ ト 1,000㎥ 1,000㎥ 1,000㎥

ク レ ー ン 4.75t（吊上荷重） 7.08t（吊上荷重）

令 和 ６ 年 度
処 理 量 4,789.26t 3,846.86t 2,858.74t

令 和 ６ 年 度
資 源 化 量 7,577.57t

② 西部クリーンセンター

施 設 名
西部クリーンセンター焼却施設

A 系炉・B 系炉

所 在 地 林一丁目 320 番地の 1

敷 地 面 積 14,039.36㎡
（管理棟、容器包装プラスチック処理施設、市民持込みステーション含む）

延 床 面 積 7,042.41㎡（工場棟・管理棟含む）

工 期 及 び
工 事 費

昭和 62 年 12 月～平成元年３月
 　　　工事費：2,210,000,000 円

平成 11 年２月～平成 13 年３月（排ガス高度処理施設改造工事）
　　　工事費：4,126,500,000 円
平成 26 年 9 月～平成 29 年 3 月（基幹的設備改良（長寿命化）工事）
　　　工事費：3,434,400,000 円（契約額）

処 理 能 力 73.5t ／ 24h ×２炉

ご み ピ ッ ト 1,500㎥

ごみクレーン 1.8t ×２基

炉 型 式 全連続式流動床炉

排 ガ ス
処 理 装 置

尿素水噴霧装置、消石灰噴霧装置、活性炭噴霧装置、
ろ過式集じん装置、触媒反応塔

灰 処 理 方 法 民間での再資源化及び埋立処分
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施 設 名 西部クリーンセンター容器包装プラスチック処理施設

延 床 面 積 694.27㎡

工 期 平成９年７月～平成９年 11 月 
平成 15 年４月～平成 15 年６月（改修）

建   設   費 リースにより導入

処 理 対 象 物 容器包装プラスチック

処 理 能 力 プラスチック圧縮梱包機   20t ／５h

処 理 方 法 選別、圧縮梱包

令 和 ６ 年 度
処 理 量 3,134.12t

令 和 ６ 年 度
資 源 化 量 2,485.42t

施 設 名 西部クリーンセンター市民持込みステーション

延 床 面 積 1,160.68㎡（管理棟、計量棟、受入ステージ棟 外）

供  用 平成 27 年 12 月

令 和 ６ 年 度
資 源 化 量 1,615.08t

令 和 ６ 年 度
焼 却 量 23,010.42t

令 和 ６ 年 度
焼 却 残 渣 量 1,747.63t

令 和 ６ 年 度
助燃油使用量 79,514ℓ

令 和 ６ 年 度
電 気 使 用 量 3,310,173.00kWh

令 和 ６ 年 度
水 使 用 量 36,723.87㎥

令 和 ６ 年 度
排ガス DXN 値

第１回 A系炉：0.000041ng-TEQ/㎥ N　 第２回 A系炉：0 ng-TEQ/㎥ N
B系炉：0.000059ng-TEQ/㎥ N B系炉：0 ng-TEQ/㎥ N
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施 設 名 西部クリーンセンター容器包装プラスチック処理施設

延 床 面 積 694.27㎡

工 期 平成９年７月～平成９年 11 月 
平成 15 年４月～平成 15 年６月（改修）

建   設   費 リースにより導入

処 理 対 象 物 容器包装プラスチック

処 理 能 力 プラスチック圧縮梱包機   20t ／５h

処 理 方 法 選別、圧縮梱包

令 和 ６ 年 度
処 理 量 3,134.12t

令 和 ６ 年 度
資 源 化 量 2,485.42t

施 設 名 西部クリーンセンター市民持込みステーション

延 床 面 積 1,160.68㎡（管理棟、計量棟、受入ステージ棟 外）

供  用 平成 27 年 12 月

令 和 ６ 年 度
資 源 化 量 1,615.08t

令 和 ６ 年 度
焼 却 量 23,010.42t

令 和 ６ 年 度
焼 却 残 渣 量 1,747.63t

令 和 ６ 年 度
助燃油使用量 79,514ℓ

令 和 ６ 年 度
電 気 使 用 量 3,310,173.00kWh

令 和 ６ 年 度
水 使 用 量 36,723.87㎥

令 和 ６ 年 度
排ガス DXN 値

第１回 A系炉：0.000041ng-TEQ/㎥ N　 第２回 A系炉：0 ng-TEQ/㎥ N
B系炉：0.000059ng-TEQ/㎥ N B系炉：0 ng-TEQ/㎥ N
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●資源化量内訳
実搬出量 うち西部分 うち東部分

搬
　
　
　
出
　
　
　
量
（
ｔ
）

容 器 包 装 プ ラ 4,393.67 2,485.42 1,908.25
ペ ッ ト ボ ト ル 1,282.48 579.40 703.08
ア ル ミ 缶 487.56 0.00 487.56
ス チ ー ル 缶 291.20 0.00 291.20
カ レ ッ ト　（ 白 ） 216.89 0.00 216.89
カ レ ッ ト　（ 茶 ） 147.77 0.00 147.77
ガ　 ラ　 ス　 屑 1,443.81 0.00 1,443.81
ス プ レ ー 缶 83.45 0.00 83.45
ア ル ミ 屑 86.41 9.62 76.79
鉄 類 1,073.26 143.54 929.72
廃家電類（小型家電含む） 533.24 6.75 526.49
バ イ ク（ 処 分 ） 0.31 0.00 0.31
処 理 困 難 物 90.88 17.17 73.71
蛍 光 管・ 乾 電 池 76.95 0.00 76.95
新 聞・ 雑 誌・ 段 ボ ー ル 1,470.19 858.60 611.59

合　　計 11,678.07 4,100.50 7,577.57

（3）最終処分場
施 設 名 北野一般廃棄物最終処分場

所 在 地 北野南三丁目 16 番地の 24

工 期 昭和 62 年 12 月～平成元年３月

工 事 費 1,052,785,000 円

総 面 積 33,000㎡

埋 立 容 量 204,000㎥

埋 立 期 間 平成元年 4 月 1 日から平成 17 年 3 月 31 日迄

埋 立 方 式 即日覆土によるセル併用サンドイッチ方式

埋 立 物 焼却灰、溶融スラグ

管 理 設 備 管理棟（鉄筋コンクリート平屋建、建築面積 40㎡）

し ゃ 水 設 備 合成ゴムシート厚 1.5㎜　しゃ水張総面積 27,635㎡

浸 出 液
処 理 施 設

鉄筋コンクリート地上２階外、建築面積 238.28㎡ 延面積 307.30㎡
通常時：滅菌
非常時：凝集沈殿＋砂ろ過＋滅菌
日平均浸出液処理量：180㎥／日
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（4）廃棄物処理手数料等 （令和２年４月１日から）

種   別 取扱区分 単   位 収集運搬手数料 処分手数料 付　記

動 物 の
死 体

犬猫その他
の 動 物

１体に
つき 550 円 550 円

その他の
廃 棄 物

事 業 活 動
に 伴 う 一
般 廃 棄 物

（「燃やせる
ごみ」のみ）

10kg に
つき 250 円

手数料を算出する
基礎となる重量が
10kg 未満又はその
重量に 10kg 未満の
端数があるときは、
その重量を 10kg と
して算出する。

種　別 取扱区分 単位 手数料 付　　記

粗大ごみ

普通世帯
から排出 
される粗
大ごみ

市が収集
･ 運搬し、
処分する
場合

スプリング入り
ベッドマットレス １品目につき 2,000 円

一辺の長さが
90cm 以上の大型
粗大ごみ（上記の
粗大ごみを除く。）

１品目につき 1,000 円

上記以外の粗大ごみ １品目につき 500 円

市長の指
定する施
設へ搬入
する場合

スプリング入り
ベッドマットレス １品目につき 1,000 円

上記以外の粗大ごみ 10kg につき 100 円

１ 搬入された粗大 
ごみの合計重量が 
50kg を超える場合 
に、50kg を超える
部分について手数
料を徴収する。

２ 手数料を算出す
る基礎となる重量が
10kg 未満又はその
重量に 10kg 未満の
端数があるときは、
その重量を10kgと
して算出する。

種　　別 単　　　　位 処分費用 付　　　　記

産業廃棄物
（「紙くず」、
「木くず」、
「繊維くず」

のみ）

10kg につき 250 円

費用を算出する基礎となる重量が
10kg 未満又はその重量に 10kg
未満の端数があるときは、その重
量を 10kgとして算出する。
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（4）廃棄物処理手数料等 （令和２年４月１日から）

種   別 取扱区分 単   位 収集運搬手数料 処分手数料 付　記

動 物 の
死 体

犬猫その他
の 動 物

１体に
つき 550 円 550 円

その他の
廃 棄 物

事 業 活 動
に 伴 う 一
般 廃 棄 物

（「燃やせる
ごみ」のみ）

10kg に
つき 250 円

手数料を算出する
基礎となる重量が
10kg 未満又はその
重量に 10kg 未満の
端数があるときは、
その重量を 10kg と
して算出する。

種　別 取扱区分 単位 手数料 付　　記

粗大ごみ

普通世帯
から排出 
される粗
大ごみ

市が収集
･ 運搬し、
処分する
場合

スプリング入り
ベッドマットレス １品目につき 2,000 円

一辺の長さが
90cm 以上の大型
粗大ごみ（上記の
粗大ごみを除く。）

１品目につき 1,000 円

上記以外の粗大ごみ １品目につき 500 円

市長の指
定する施
設へ搬入
する場合

スプリング入り
ベッドマットレス １品目につき 1,000 円

上記以外の粗大ごみ 10kg につき 100 円

１ 搬入された粗大 
ごみの合計重量が 
50kg を超える場合 
に、50kg を超える
部分について手数
料を徴収する。

２ 手数料を算出す
る基礎となる重量が
10kg 未満又はその
重量に 10kg 未満の
端数があるときは、
その重量を10kgと
して算出する。

種　　別 単　　　　位 処分費用 付　　　　記

産業廃棄物
（「紙くず」、
「木くず」、
「繊維くず」

のみ）

10kg につき 250 円

費用を算出する基礎となる重量が
10kg 未満又はその重量に 10kg
未満の端数があるときは、その重
量を 10kgとして算出する。

（5）減量リサイクル推進
集団資源回収実施団体への報償金の交付 ・資源回収登録団体数 424 団体

・令和６年度資源回収実績
◆紙類 7,574t ◆布類 179t ◆金属類 79t
◆紙パック 13t ◆生きびん 0.15t（253 本）
・令和６年度報償金交付額 54,914,209 円

市民の日常から排出される廃棄物の中で、
再利用できる資源を回収する団体に対し
て報償金を交付し、資源回収の促進とご
みの減量を図っている。
生ごみ減量化・資源化推進奨励金交付制度 ・コンポスター	 令和６年度実績  13基

・電気式生ごみ処理機	令和６年度実績 112基
・ＥＭ生ごみ処理容器	令和６年度実績    7 基
・その他の容器	 令和６年度実績    0 基
・奨励金
　生ごみ処理機器等を購入した市民に
80,000 円を限度額として交付。（100円未満
切捨て）
・購入価格が 30,000 円以下　購入価格に３分
の２を乗じて得た額。
・購入価格が 30,001 円以上　購入価格の３分
の２を乗じて得た額と、その額から 20,000
円を引いた額に４分の１を乗じて得た額を
合計した額。
　電気式　 一世帯につき１基まで
　コンポスター・ＥＭ・その他
　　　　　　一世帯につき２基まで

生ごみ処理機器等を購入し、日常生活の中
で排出される生ごみの減量又は資源化に自
主的に取り組む市民に対し、予算の範囲内
で奨励金を交付することにより､ 燃やせる
ごみに占める生ごみの減量化および資源化
の推進を図っている。

古 着・ 陶 磁 器 リ サ イ ク ル 事 業

・令和６年度実績
●実施施設　18 か所（延べ 32 か所）
●利用者数　7,434 名

所沢市環境推進員連絡協議会の協力を得て、
古着・陶磁器の再使用を目的とする「もっ
たいない市」を春・秋の年2回実施する。
なお、平成28年度から、古着・古布の集
積所収集を開始したことに伴い、資源化を
目的とする拠点回収は終了した。

生 ご み 資 源 化 推 進 事 業 ・令和６年度実績
●協力：自治会（９団体）、市庁舎、
　　　　松原学園、亀鶴園、
　　　　保育園（14 園）
●回収量：85.81 ｔ

生ごみ資源化の一方策として､ 生ごみを堆
肥原料等の一部として有効利用し、生ごみ
の減量化・資源化の推進を図る。

廃 食 用 油 リ サ イ ク ル 事 業 ・令和６年度実績
●回収拠点 30 か所
●回収量（一般家庭分）10.9t

使用済食用油を回収し、家畜の飼料等に再
生利用する。

単一素材プラスチック等リサイクル事業 ・令和６年度実績
単一素材プラスチック
　●回収拠点　25 か所 +常時回収４か所
　●回収量　　44.14 ｔ
携帯電話等
　●回収拠点　３か所
　●回収量　　0.2139 ｔ

「破砕ごみ類」として収集し、破砕等の中間
処理後に埋立処分としていた単一素材プラ
スチック、携帯電話などの資源化を図るた
め、平成 21 年６月から拠点回収を行ってい
る。
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【「マチごとプラスチックごみ削減」宣言】
　平成 30 年 12 月、市長が、市全体でプラスチックごみの削減に取り組むことを
宣言した。

【紙芝居『ひろいうみのおはなし』の企画・制作、読み聞かせ】
　所沢市の保育士が、子どもたちにもプラスチックごみ問題について考えて欲し
いという想いを込め、紙芝居『ひろいうみのおはなし』を企画・制作し、市内の
保育園で読み聞かせを行っている。
　この紙芝居は、市の図書館で貸出を行っており、また、市ホームページや
YouTube での動画配信も行っている。

【本庁舎におけるプラスチックごみの削減】
・ 庁内で開催される会議において、出席者にマイボトルを持参するよう依頼している。
・ 庁内で開催される会議などでお茶を提供する場合に、茶器セットを共有する取り組

み（愛称：トコエコ・レンタルもてなし茶お！貸し借りし茶お！）を実施している。

【市民に向けた取り組み】
・ まちづくりセンターや市役所本庁舎などに、36 台の給水スポット（ウォーターサー

バー）を設置（令和７年４月１日現在）。誰でもマイボトルに無料でお水を入れられる。
・ 広報紙「広報ところざわ」に、プラスチックごみ問題の特集記事（令和元年度）や連

載記事（令和２年度）を掲載し、プラスチックごみ削減に向けて、普及・啓発を図った。
・ まちづくりセンターなどで、プラスチックごみ問題の講座を行っている。

【市内イベントでの取り組み】
　市が携わるイベントにおいて、使い捨てプラスチックの使用を控えるよう、市
民や出店者に依頼し、「所沢市民フェスティバル」では、紙製の容器などの使用
を推奨している。

【市内事業者と連携した取り組み】
・令和３年度から、所沢市茶業協会と連携して、「とことこマイボトルスポット」を開始。
「とことこマイボトルスポット」にマイボトルを持参すると、有料で飲料を補充できる。

マチごとプラスチックごみ削減
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【「マチごとプラスチックごみ削減」宣言】
　平成 30 年 12 月、市長が、市全体でプラスチックごみの削減に取り組むことを
宣言した。

【紙芝居『ひろいうみのおはなし』の企画・制作、読み聞かせ】
　所沢市の保育士が、子どもたちにもプラスチックごみ問題について考えて欲し
いという想いを込め、紙芝居『ひろいうみのおはなし』を企画・制作し、市内の
保育園で読み聞かせを行っている。
　この紙芝居は、市の図書館で貸出を行っており、また、市ホームページや
YouTube での動画配信も行っている。

【本庁舎におけるプラスチックごみの削減】
・ 庁内で開催される会議において、出席者にマイボトルを持参するよう依頼している。
・ 庁内で開催される会議などでお茶を提供する場合に、茶器セットを共有する取り組

み（愛称：トコエコ・レンタルもてなし茶お！貸し借りし茶お！）を実施している。

【市民に向けた取り組み】
・ まちづくりセンターや市役所本庁舎などに、36 台の給水スポット（ウォーターサー

バー）を設置（令和７年４月１日現在）。誰でもマイボトルに無料でお水を入れられる。
・ 広報紙「広報ところざわ」に、プラスチックごみ問題の特集記事（令和元年度）や連

載記事（令和２年度）を掲載し、プラスチックごみ削減に向けて、普及・啓発を図った。
・ まちづくりセンターなどで、プラスチックごみ問題の講座を行っている。

【市内イベントでの取り組み】
　市が携わるイベントにおいて、使い捨てプラスチックの使用を控えるよう、市
民や出店者に依頼し、「所沢市民フェスティバル」では、紙製の容器などの使用
を推奨している。

【市内事業者と連携した取り組み】
・令和３年度から、所沢市茶業協会と連携して、「とことこマイボトルスポット」を開始。
「とことこマイボトルスポット」にマイボトルを持参すると、有料で飲料を補充できる。

マチごとプラスチックごみ削減
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リサイクルふれあい館「エコロ」 （令和６年度実績）

事 業 概 要

ごみを減らし、資源をできるだけ有効に活用するなど、日常生活においてできること
や環境にやさしいライフスタイルについて啓発を行うため、催事や各種講習会等を開
催する。また、循環型社会の形成を目指し、再使用品の展示・頒布および不用品の登
録制度を行っている。

所 在 地 日比田 620 番地の１   ☎ 2994-5374

開 設 平成 15 年４月

構 造 鉄筋コンクリート造   ３階建

敷 地 面 積 4,674.66㎡

延 床 面 積 2,830.74㎡

施 設

１ 階 工房、大型家具展示コーナー、環境啓発展示コーナー

２ 階 事務室、実践広場、学びの広場 
常設リユース市、小型家具展示コーナー

３ 階 わいわい広場、研修室

利 用 案 内

開 館 時 間 ８：30 ～ 17：00

休 館 日 月曜日（祝休日と重なる場合は翌日も休み） 
祝休日、年末年始（12/29 ～ 1/3）

見 学 自由に見学できますが、団体で見学する場合は、事前にお申し込み
ください。

令和６年度 
の主な実績

視 察 の 受 入 933 人

木 製 家 具 の 再
生 品 抽 選 頒 布

大型家具展示数：488 点、申込：5,509 件、平均倍率：11.3 倍
小型家具常設展示数：1,173 点

３R 講習会 実施：14回、参加者：153人

おもちゃの病院
エコロ　実施：12回、修理：156点

児童館　実施：48回、修理：507点

主催事業 来場者数：1,840人（春のエコロまつり973人、リユースきもの市379人、冬物コート市488人）

東所沢エコステーション「エコステ」

事 業 概 要

資源物回収拠点として、資源物の受け入れを行っている。
また、平成 29 年度より、東所沢エコステーション（エコステ）に粗大ごみ受付センター
を併設し、粗大ごみの受付から収集までを一体的に行い、市民サービスの向上とリユー
スの推進を図っている。

所 在 地 東所沢和田三丁目 32 番地の 1（収集管理事務所内）
☎ 2946-5360（粗大ごみ受付センター☎ 2951-1153）

開 設 平成 20 年 4 月

利 用 案 内
開 館 時 間 9：00 ～ 16：00

休 館 日 月曜日（祝休日と重なる場合は翌日も休み）
祝休日、年末年始（12/29 ～ 1/3）

受 け 入 れ
できるもの

新聞（チラシを含む）・雑誌・雑がみ・段ボール､ 古着・古布、陶磁器（食器）､ ガラス
製の食器、コップ、牛乳パック、廃食用油（植物性油）､ おもちゃ、単一素材プラスチッ
ク（おおむね 50cm 以下のもの）、携帯電話・PHS・充電器・充電池､ 使用済インクカー
トリッジ（上記で汚れのひどい物を除く）
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（6）し尿処理
し尿処理状況

区分

年度

市 内
全 世 帯 数

水 洗
世 帯 数

し尿くみ取り世帯 浄化槽世帯 年間
処理量
（㎘）世帯数 収集量

（㎘） 世帯数 収集量
（㎘）

令和５年度 169,186 161,016 181 1,696 7,989 17,680 19,376

令和４年度 167,820 159,561 186 1,522 8,073 17,486 19,008

令和３年度 165,875 157,516 202 1,626 8,157 17,958 19,584

令和２年度 164,287 154,915 217 1,578 9,155 17,408 18,986

令和元年度 162,264 152,665 244 1,601 9,355 16,990 18,591

収集運搬車両

積載量（㎘） 台数

3.75 1

3.7 5

3.6 1

3.4 1

3.0 3

2.7 1

合計 12

し尿処理施設

施 設 名 衛生センター

所 在 地 東所沢和田三丁目
31 番地の 1

敷地面積 2,800.76㎡

延床面積 1,385.61㎡

工 事 費 813,750,000 円

処理能力
49㎘ / 日

（し尿 11㎘ / 日、
浄化槽汚泥 38㎘ / 日）

処理方式 脱水希釈処理
＋下水道放流

供　 用 平成 24 年 4 月

※生活排水は、衛生センター
の処理用水とともに下水道放
流している。
※令和７年３月 31 日現在

くみ取り手数料

普
通
世
帯

（世帯割）
1 世帯につき

月額
440 円

（人員割）
世帯構成人員

1 人につき（2 歳
未満児を除く）

月額
270 円

事務所 100ℓにつき 890 円

備考
①特殊便槽については 1 世帯に

つき 220 円加算
②簡易水洗便槽については世帯

構成人員 1 人につき 220 円加算
③令和２年４月 1 日改定

（6）し尿処理
し尿処理状況

区分

年度

市内
全世帯数

水洗
世帯数

し尿くみ取り世帯 浄化槽世帯 年間
処理量
（kl）世帯数 収集量

（kl） 世帯数 収集量
（kl）

令和６年度 171,197 163,087 154 1,748 7,956 17,683 19,431

令和５年度 169,186 161,016 181 1,696 7,989 17,680 19,376

令和４年度 167,820 159,561 186 1,522 8,073 17,486 19,008

令和３年度 165,875 157,516 202 1,626 8,157 17,958 19,584

令和２年度 164,287 154,915 217 1,578 9,155 17,408 18,986


